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「
『
華
陽
園
志
』
の
版
本
に
つ
い
て
」
(
四
月
一
日
菊
池
良
輝
研
究
員
『
華
陽
国
志
』
の
版
本
は
大
ま
か
に
、
宋
本
・
明
本
・
清
本
・
民
国
本
の
四
種
に
分
け
ら
れ
る
。
宋
版
で
は
、
日
大
防
の
元
豊
本
を
嘱
矢
と
す
る
。
一
万
豊
本
が
世
に
出
た
の
が
十
一
世
紀
後
半
、
『
華
陽
国
志
』
そ
の
も
の
の
刊
行
は
四
世
紀
と
思
わ
れ
る
か
ら
、
ほ
ぼ
六
世
紀
を
経
て
か
ら
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
元
豊
本
の
後
、
十
三
世
紀
初
頭
に
元
豊
本
の
系
統
を
引
い
て
李
歪
が
嘉
泰
本
を
刊
行
し
た
。
宋
本
は
以
上
二
種
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、
当
時
の
印
刷
術
の
勃
興
と
も
無
関
係
で
は
あ
り
え
な
い
と
思
わ
れ
る
。
明
本
に
は
、
劉
大
昌
の
楊
経
刊
本
(
嘉
靖
年
間
)
丸
銭
叔
宝
旧
紗
本
(
同
)
、
漢
親
叢
書
本
(
高
磨
)
、
何
字
度
本
(
同
)
、
古
今
逸
史
本
(
同
)
な
ど
が
李
歪
の
系
統
を
引
く
版
本
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
他
に
李
歪
の
系
統
か
ど
う
か
不
明
の
も
の
に
、
徐
惟
起
紗
本
(
天
啓
)
、
李
一
公
刊
本
(
同
)
の
二
種
が
知
ら
れ
て
い
る
。
尚
、
徐
惟
起
紗
本
に
、
師
古
斉
と
い
う
名
が
み
え
る
が
、
古
今
逸
史
を
あ
ら
わ
し
た
呉
璃
の
斉
名
と
も
み
ら
れ
る
。
明
本
の
特
色
と
し
て
は
、
一
般
に
準
拠
す
る
版
本
が
は
っ
き
り
せ
ず
、
諸
本
の
比
較
・
検
討
・
校
勘
も
怠
り
勝
ち
で
あ
り
、
又
、
完
全
に
体
裁
を
と
と
の
え
な
い
う
ち
に
発
刊
す
る
傾
向
も
み
え
る
。
清
版
に
は
多
く
の
版
本
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、
空
居
間
鈴
本
{
順
治
)
は
嘉
泰
本
を
ァ
源
と
し
て
い
る
が
、
顧
康
折
、
さ
ら
に
案
寿
階
と
伝
わ
り
、
諸
版
中
、
誤
り
の
少
な
い
に
受
け
つ
が
れ
て
い
る
o'
又
、
内
容
こ
と
で
知
ら
れ
る
摩
寅
刊
の
題
襟
館
本
(
嘉
慶
)
研
究
例
会
報
告
の
精
詳
さ
で
知
ら
れ
る
函
海
本
(
乾
隆
)
も
嘉
泰
本
を
源
と
し
て
い
る
。
四
庫
全
書
本
は
在
啓
淑
(
乾
隆
〕
の
版
本
を
原
典
と
し
て
い
る
。
他
に
、
漢
軸
腕
叢
書
等
数
十
種
が
知
ら
れ
て
い
る
。
清
本
の
特
色
と
し
て
は
、
版
本
の
系
統
を
明
確
に
し
、
原
文
の
精
密
な
考
詮
・
依
拠
典
籍
の
確
認
・
補
正
個
所
の
徹
底
を
は
か
り
、
又
、
注
も
適
所
に
こ
れ
を
行
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。
民
国
本
で
は
、
題
襟
館
本
に
依
拠
し
た
龍
渓
精
舎
本
、
四
部
備
要
本
、
銭
叔
宝
に
依
っ
て
い
る
四
部
叢
刊
本
な
ど
が
知
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
書
は
、
議
史
、
偽
史
、
別
史
、
雑
史
、
雑
偽
国
史
な
ど
異
っ
た
分
類
に
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
「
『
華
陽
園
志
』
か
ら
み
た
西
南
中
国
の
歴
史
地
理
」
(
四
月
一
日
)
研
究
員
飯
塚
勝
重
当
研
究
所
の
共
同
研
究
の
テ
l
マ
に
、
こ
こ
数
年
晋
・
常
穣
撰
『
華
陽
国
士
山
』
を
用
い
て
、
西
南
中
国
の
歴
史
地
理
の
解
明
に
当
っ
て
い
る
。
時
代
は
開
閣
か
ら
四
世
紀
中
ご
ろ
に
至
る
ま
で
で
あ
る
。
古
く
こ
の
地
域
は
「
巴
萄
の
地
」
と
一
括
し
て
呼
ば
れ
、
他
の
中
原
地
域
と
は
や
や
孤
立
し
て
存
在
す
る
傾
向
が
あ
っ
た
。
加
え
て
四
川
一
省
に
止
ま
ら
ず
、
広
大
な
後
背
地
に
は
種
類
の
民
族
・
種
族
が
割
拠
し
て
お
り
、
基
本
的
な
史
料
に
乏
し
い
こ
の
時
代
の
歴
史
地
理
の
考
究
に
『
華
陽
国
士
山
』
は
欠
か
せ
な
い
も
の
の
一
一
つ
で
あ
る
。
今
、
こ
の
テ
キ
ス
ト
を
も
と
に
諸
種
の
史
料
を
補
っ
て
歴
史
地
理
的
概
観
を
得
る
と
す
れ
ば
、
お
お
よ
そ
次
の
よ
う
で
あ
る
。
ま
ず
地
勢
的
に
は
、
ω、
古
く
巴
と
呼
ば
れ
、
揚
子
江
の
流
域
と
嘉
陵
江
の
合
流
す
九
五
研
究
例
会
報
告
る
地
点
を
中
心
に
湖
北
・
湖
南
・
貴
州
等
の
各
省
に
通
じ
る
地
域
。
ω、
古
く
漢
中
と
呼
ば
れ
た
朕
西
省
南
部
秦
嶺
山
脈
の
南
側
か
ら
四
川
省
の
内
部
に
か
け
、
さ
ら
に
甘
粛
に
ま
た
が
る
地
域
。
ω、
古
く
萄
と
呼
ば
れ
、
現
今
の
成
都
を
中
心
に
古
く
か
ら
漢
中
の
地
域
に
も
通
じ
、
眠
、
江
の
流
域
、
そ
の
支
流
大
渡
河
の
流
域
の
他
、
揚
子
江
上
流
、
金
沙
江
に
お
よ
ぶ
地
域
、
ω、
古
く
は
夷
越
(
専
)
の
地
と
し
て
、
い
わ
ゆ
る
夜
郎
や
撲
等
の
諸
族
が
お
り
、
ωの
地
域
と
も
か
か
わ
り
、
局
漢
の
諸
菖
孔
明
が
経
営
を
進
め
た
「
南
中
」
、
晋
で
寧
州
と
呼
ん
だ
現
今
の
雲
南
・
貴
州
に
お
よ
ぶ
地
域
。
次
に
こ
れ
を
時
代
的
な
変
遷
に
お
い
て
眺
め
る
と
『
華
陽
国
志
』
の
性
格
上
そ
れ
は
漢
入
社
会
の
内
部
か
ら
の
開
発
史
と
な
る
も
の
で
あ
る
が
、
次
の
四
つ
の
時
期
に
大
別
で
き
る
。ω、
漢
の
武
帝
中
期
(
南
越
平
定
後
益
州
郡
の
設
置
さ
れ
た
元
封
二
(
紅
一
O
九
)
年
頃
ま
で
、
ω、
武
帝
中
期
以
後
後
漢
末
ま
で
、
ω、
後
漢
末
か
ら
西
晋
末
ま
で
、
ω、
西
晋
末
か
ら
東
晋
中
期
ま
で
。
『
華
腸
国
士
山
』
の
研
究
は
最
近
に
な
っ
て
急
速
に
進
め
ら
れ
て
お
り
、
い
わ
ゆ
る
地
域
史
研
究
の
範
囲
に
止
ま
ら
ず
、
中
央
政
権
と
の
政
治
・
社
会
・
経
済
等
々
の
面
で
の
連
携
を
考
察
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
て
い
る
。
と
く
に
歴
史
地
理
学
上
欠
か
せ
な
い
と
こ
ろ
の
民
族
、
種
族
の
問
題
を
め
ぐ
っ
て
、
漢
人
社
会
の
進
出
に
と
も
な
う
各
種
民
族
の
自
衛
、
自
立
、
抵
抗
、
流
入
な
ど
の
問
題
を
含
め
、
こ
の
地
域
は
さ
ら
に
研
究
が
深
刻
化
さ
れ
て
よ
い
地
域
で
あ
る
。
九
六
「
『
華
陽
園
志
』
に
み
え
あ
漢
代
の
製
塩
と
塩
官
」
(
六
月
三
日
)研
究
員
池
田
雄
ω塩
官
塩
官
は
、
前
漢
時
は
大
司
農
に
属
し
、
後
漢
時
は
郡
県
に
属
し
、
塩
税
を
主
っ
た
。
そ
し
て
、
徴
税
の
た
め
の
手
段
と
し
て
、
定
め
ら
れ
た
容
量
の
煮
塩
器
が
生
産
者
に
配
さ
れ
て
い
た
。
続
漢
書
百
官
志
「
郡
国
塩
官
鉄
宮
本
属
可
農
、
中
興
皆
属
都
県
」
・
漢
書
百
官
公
卿
表
「
大
司
農
属
官
:
:
:
斡
官
(
H
専
売
官
)
鉄
市
両
長
連
」
・
続
漢
書
百
官
志
「
其
郡
県
有
塩
官
鉄
官
工
宮
都
水
官
者
、
随
事
広
狭
、
置
令
長
及
丞
、
秩
次
皆
如
県
道
:
:
:
凡
郡
県
出
塩
多
者
、
置
塩
官
、
主
塩
税
」
・
史
記
平
準
書
「
願
募
民
、
自
給
費
、
因
官
器
作
煮
塩
、
官
与
牢
盆
」
ω塩
の
専
売
塩
官
は
武
帝
元
狩
コ
一
年
(
前
一
二
O)
の
記
事
に
み
え
る
が
、
塩
の
専
売
統
制
は
元
狩
四
年
に
は
じ
ま
る
。
後
漢
は
、
専
売
を
廃
し
た
が
、
章
帝
元
和
中
(
八
四
l
八
六
)
に
一
時
施
行
さ
れ
た
。
史
記
平
準
書
「
(
元
狩
三
年
)
於
是
以
東
郭
成
陽
孔
僅
為
大
農
丞
(
H
塩
鉄
丞
)
領
塩
鉄
事
、
成
陽
斉
之
大
煮
塩
、
孔
僅
南
陽
大
冶
」
・
同
「
(
元
狩
四
年
(
大
農
塩
鉄
丞
孔
僅
或
陽
言
、
山
海
天
地
之
蔵
也
、
皆
宜
属
少
府
1
陛
下
不
私
、
以
属
大
農
、
佐
賦
、
:
:
:
除
故
塩
鉄
家
富
者
為
吏
」
・
同
「
(
元
封
元
年
)
各
往
往
県
置
均
輸
塩
鉄
官
」
・
後
漢
書
朱
障
伝
「
(
元
和
中
)
官
自
可
議
、
:
:
:
帝
然
之
」
ω塩
官
の
設
置
地
区
『
漢
書
』
地
理
志
で
は
「
二
十
七
郡
三
十
六
県
」
。
し
か
塩
官
は
事
情
に
応
じ
増
置
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
よ
し
、
『
華
腸
国
志
』
に
よ
れ
ば
、
う
で
あ
る
。
漢
書
地
理
士
山
「
二
十
七
郡
、
三
十
六
県
|
(
四
川
地
区
)
局
郡
臨
耳
、
健
為
郡
南
安
、
越
需
郡
定
律
、
巴
郡
駒
忍
L
・
華
陽
国
士
山
「
(
孝
宣
帝
)
時
又
穿
臨
瓜
:
蒲
江
塩
井
二
十
所
、
増
置
塩
鉄
守
口
」
・
同
「
巴
郡
臨
江
県
、
塩
官
在
監
塗
ニ
渓
、
一
郡
所
仰
」
・
同
1
「
南
広
郡
南
広
県
、
漢
武
帝
太
初
元
年
置
、
有
塩
官
」
・
同
「
永
昌
郡
精
蛤
県
、
有
塩
官
撲
水
:
:
:
漢
宣
帝
」
・
後
漢
書
和
帝
紀
「
(
永
元
十
五
年
)
復
置
滋
郡
故
〔
安
〕
塩
鉄
官
」
ω製
塩
形
態
塩
の
生
産
は
、
大
姓
豪
家
に
よ
る
大
規
模
な
経
営
が
目
立
ち
、
管
子
地
数
「
北
海
之
衆
、
既
得
緊
庸
市
煮
塩
」
・
史
記
呉
主
湧
伝
「
模
別
招
致
天
下
亡
命
者
、
益
鋳
銭
煮
海
水
為
塩
」
塩
に
あ
っ
て
も
、
庸
・
亡
命
・
部
曲
の
使
用
も
み
ら
れ
る
。
『
華
陽
国
志
』
の
「
塩
井
」
方
式
に
よ
る
製
か
か
る
傾
向
は
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
、
が
、
華
湯
国
士
山
「
萄
郡
広
都
県
、
有
塩
井
漁
回
之
健
闘
、
大
豪
鴻
氏
有
魚
池
塩
井
、
県
凡
有
小
井
十
数
所
」
J
同
日
明
広
漠
郡
什
仇
県
、
楊
氏
為
大
姓
、
美
田
有
塩
井
」
・
同
「
広
漠
郡
鄭
県
、
富
田
塩
井
、
大
姓
王
李
氏
、
又
有
古
同
馬
家
、
世
掌
部
曲
」
・
同
「
援
為
郡
牛
稗
県
、
相
陽
明
塩
井
、
程
韓
民
為
冠
蓋
之
族
」
・
同
「
巴
郡
臨
江
県
其
豪
門
亦
家
有
塩
井
」
・
同
「
巴
東
郡
胸
忍
県
、
塩
井
:
:
:
大
姓
扶
先
徐
氏
、
漢
時
有
扶
徐
」
・
同
一
「
巴
西
郡
南
充
国
県
、
有
塩
井
、
大
姓
侯
地
球
氏
」
・
同
「
江
陽
郡
漢
安
県
、
有
塩
井
魚
一
池
、
以
百
数
、
家
家
有
正
局
、
一
郡
豊
沃
、
四
姓
:
・
:
八
族
」
・
同
「
貌
興
郡
、
表
平
之
世
、
県
民
錫
光
字
長
沖
、
為
交
州
刺
史
:
:
:
主
奔
纂
位
拠
郡
不
附
、
:
:
:
(
世
祖
光
武
帝
)
封
塩
水
侯
」
・
同
「
江
陽
郡
新
楽
県
、
有
塩
井
、
大
姓
貌
呂
氏
」
ま
た
、
小
規
模
な
自
家
営
業
も
み
ら
れ
た
か
の
よ
う
で
あ
る
。
研
究
例
会
報
告
華
陽
国
志
2
勾
郡
広
都
県
、
県
凡
有
小
井
十
数
所
」
・
同
「
江
陽
郡
漢
安
県
、
有
塩
井
魚
池
、
以
百
数
、
家
家
有
駕
」
塩
井
は
四
川
に
多
く
華
陽
国
志
中
の
塩
井
塩
池
で
、
既
出
の
も
の
の
他
に
「
江
陽
郡
江
陽
県
、
有
富
義
塩
井
」
・
「
越
山
信
同
郡
定
符
県
、
有
塩
池
」
・
「
晋
寧
郡
連
然
県
、
有
塩
泉
、
南
中
共
仰
之
」
・
「
浩
陵
部
漢
髪
果
、
塩
井
」
・
「
萄
郡
臨
却
、
江
有
火
井
」
・
「
将
桐
郡
万
寿
県
、
祖
本
有
塩
井
」
そ
の
煮
塩
に
は
、
天
然
ガ
ス
も
利
用
さ
れ
た
。
華
陽
国
志
「
萄
郡
臨
河
県
、
江
一
有
火
井
、
夜
時
火
映
上
昭
、
民
欲
其
火
、
先
以
家
火
投
之
、
項
許
如
雷
戸
、
火
焔
出
通
耀
数
十
皇
、
以
竹
筒
盛
其
光
蔵
之
、
可
按
行
、
終
日
不
滅
也
、
井
(
二
)
水
取
井
火
煮
之
、
一
斜
水
得
五
孫
塩
、
家
火
煮
之
、
得
無
幾
也
」
i
(
同
「
越
樗
郡
定
律
県
、
有
塩
池
、
積
薪
以
斉
氷
、
濯
而
後
焚
之
、
成
塩
」
)
・
四
川
成
都
羊
子
山
一
号
墓
後
漢
画
象
薄
塩
場
図
じ
か
し
、
塩
井
の
採
取
に
も
限
界
が
あ
り
、
澗
渇
を
み
る
こ
と
も
あ
ら
一
た
か
の
よ
う
で
あ
る
。也筆
、陽
固
定、
1莫ò~
有c健
塩為
井郡
」南
安
県
江
会
県
波
有
名
灘
ゐ
李
氷
所
平
一
日
雷
垣
、
二
日
塩
紙
、
な
お
、
『
華
陽
国
士
山
』
に
は
、
内
部
の
庸
・
亡
命
に
該
当
す
る
も
の
と
し
て
、
夷
民
、
が
漢
人
の
も
と
で
製
塩
に
従
事
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
か
の
よ
う
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
漢
末
時
に
、
ま
ま
塩
池
・
塩
井
を
夷
民
が
鋼
ぐ
事
件
が
お
き
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
場
合
、
こ
れ
を
漢
人
の
製
塩
の
進
展
に
た
い
す
る
反
発
と
い
う
に
し
て
は
、
塩
の
掠
奪
等
の
こ
と
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
り
、
お
そ
ら
く
、
漢
人
の
も
と
で
製
塩
に
使
役
さ
れ
て
い
た
夷
人
が
、
漢
人
の
暴
力
的
経
営
に
反
援
し
、
生
産
阻
止
の
挙
に
で
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
か
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
夷
民
が
鋼
い
だ
と
こ
ろ
の
塩
池
・
塩
井
は
、
乱
の
後
、
再
び
(
?
)
 
「
官
迄
有
之
」
と
あ
っ
て
、
漢
人
の
経
営
下
に
お
か
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
か
の
よ
う
で
あ
る
。
九
七
研
究
例
会
報
告
九
八
華
陽
国
志
「
鮮
柄
郡
万
寿
県
、
温
本
有
塩
井
、
漢
末
時
夷
民
共
誼
盟
不
開
、
A
7
三
郡
皆
無
塩
」
・
「
同
越
需
郡
定
符
県
、
有
塩
池
、
:
:
:
漢
未
夷
皆
鋼
之
、
張
緩
往
争
、
夷
帥
狼
山
今
梁
木
玉
男
不
肯
服
、
競
禽
援
殺
之
、
厚
賞
賜
、
余
類
皆
安
、
官
迄
有
之
」
・
後
漢
書
西
南
夷
伝
舟
駐
夷
故
夷
人
冬
則
避
寒
入
居
判
為
傭
、
夏
則
違
暑
反
其
邑
」
か
か
る
四
川
の
塩
井
の
開
拓
に
は
、
戦
国
時
、
秦
の
李
水
が
知
ら
れ
て
い
る
。
華
陽
国
志
「
(
李
旅
)
又
識
斉
水
脈
、
穿
広
都
塩
井
諸
問
池
、
萄
於
是
有
養
生
之
鏡
喬
」
「
晋
代
の
武
都
忌
楊
氏
に
つ
い
て
」
(
十
月
十
四
日
谷
口
房
男
研
究
員
『
華
陽
国
志
』
に
み
え
る
非
漢
民
族
は
、
大
別
し
て
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
夷
・
獄
(
翠
)
-
蛮
・
戎
・
胡
な
ど
で
あ
す
な
わ
ち
、
そ
の
一
は
、
り
、
広
義
の
非
漢
民
族
名
を
表
現
す
る
語
と
し
て
、
一
般
的
・
総
称
的
に
用
い
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
こ
は
、
民
・
並
一
冗
・
療
・
耐
火
・
彊
・
寮
・
康
・
獲
・
諜
・
関
・
越
・
結
・
撲
・
拾
抗
な
ど
で
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
狭
義
の
非
漢
民
族
名
を
表
現
す
る
語
と
し
て
、
個
別
的
・
種
族
的
に
用
い
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
方
位
・
山
名
・
河
川
名
・
地
名
な
ど
を
冠
し
て
、
非
漢
民
族
を
表
現
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
こ
こ
で
は
『
華
陽
国
士
山
』
に
み
え
る
非
漢
民
族
名
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
手
懸
り
と
し
て
、
と
く
に
武
都
民
楊
氏
を
と
り
あ
げ
、
そ
の
出
自
と
居
地
を
明
ら
か
に
し
、
さ
ら
に
晋
代
に
お
け
る
楊
氏
集
団
の
動
向
を
考
察
す
る
こ
と
に
し
た
。
武
都
邑
楊
氏
は
、
前
秦
を
建
て
た
荷
氏
と
出
自
を
同
じ
く
す
る
略
陽
尽
で
あ
り
、
こ
の
略
陽
豆
は
、
『
史
記
』
『
漢
書
』
『
後
漢
書
』
な
ど
の
西
南
夷
伝
に
み
え
る
白
馬
忌
の
一
集
団
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
前
漢
の
武
帝
・
元
鼎
六
年
に
武
都
郡
が
設
置
さ
れ
る
と
、
こ
の
地
に
居
住
し
て
い
た
民
が
武
都
民
と
よ
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
で
、
武
都
亘
楊
氏
は
白
馬
忌
の
一
集
団
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
楊
氏
の
集
団
は
、
晋
代
を
通
じ
て
ほ
ぼ
武
都
郡
仇
池
を
そ
の
根
拠
地
と
し
て
い
た
が
、
周
辺
の
強
大
な
勢
力
に
よ
っ
て
、
そ
の
居
地
を
一
時
的
に
移
す
こ
と
さ
え
あ
っ
た
。
晋
代
と
り
わ
け
五
胡
時
代
に
お
け
る
楊
氏
の
集
団
の
動
向
は
、
周
辺
の
強
大
な
勢
力
ー
ー
例
え
ば
晋
を
は
じ
め
と
し
て
、
巴
賓
の
李
雄
・
前
越
の
劉
曜
・
後
越
の
石
虎
・
前
秦
の
存
堅
・
後
越
の
挑
興
と
い
っ
た
五
胡
の
諸
国
家
と
か
か
わ
っ
て
い
た
。
楊
氏
は
研
究
例
会
報
告
こ
れ
ら
周
辺
の
強
大
な
勢
力
が
対
立
・
抗
争
す
る
中
で
、
討
伐
・
懐
柔
策
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
と
く
に
楊
氏
集
団
の
拠
っ
て
い
た
武
都
郡
仇
池
は
要
衝
の
地
で
あ
っ
て
、
外
敵
を
防
禦
す
る
に
有
利
な
地
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
西
方
へ
の
交
通
要
路
に
当
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
、
こ
れ
ら
周
辺
の
諸
勢
力
は
、
楊
民
集
団
に
対
し
て
、
討
伐
・
懐
柔
と
い
っ
た
こ
面
的
な
政
策
を
用
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
存
続
を
維
持
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
一
方
、
楊
氏
集
団
の
側
か
ら
み
る
な
ら
ば
、
た
え
ず
周
辺
の
強
大
な
諸
勢
力
の
動
向
に
左
右
さ
れ
る
状
態
の
中
で
、
自
ら
の
集
団
組
織
を
拡
大
・
強
化
し
て
、
五
胡
政
権
の
一
つ
と
し
て
国
家
を
打
ち
建
て
る
ほ
ど
の
勢
力
へ
と
成
長
す
る
こ
と
は
、
き
わ
め
て
困
難
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
な
お
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
南
北
朝
時
代
に
お
け
る
揚
氏
集
団
の
動
向
お
よ
び
南
北
両
朝
の
対
処
の
あ
り
方
な
ど
を
み
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
さ
ら
に
研
究
を
深
め
る
必
要
が
あ
る
。
『
華
陽
国
士
山
』
研
究
(
十
一
月
十
一
日
)
名
古
屋
大
学
久
村
因
教
授
の
上
京
を
機
に
、
久
し
く
『
華
陽
国
志
』
研
究
に
と
り
組
ま
れ
て
い
る
同
教
授
か
ら
、
主
と
し
て
版
本
の
問
題
お
よ
び
『
華
陽
国
士
山
』
研
究
の
視
角
な
ど
に
つ
い
て
の
高
説
を
拝
聴
し
、
ま
た
諸
種
の
問
題
に
つ
い
て
討
論
を
加
え
た
。
九
九
